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～肥効調節型肥料を用いて追肥回数を減らし、分施栽培並みの収量確保を目指す～
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【平成２５年１０月１０日掲載】

【要約】

西三河地域における小麦「きぬあかり」栽培では、肥効調節型肥料を配合し、通常２回

の追肥を１回に省略できるよう設計された３種類の基肥、①「麦エースワンタッチ４０３

（基肥重視型）」、②「麦ネオエースセラ７０（生育全期間肥効型）」、③「麦エースワンタ

ッチ８００（追肥Ⅱ重視型）」が試験・普及されている。これらを用いて慣行の分施栽培

（※）並みの収量を確保できる栽培法を検討した。今回の結果から、①では追肥Ⅰを省け

るものの追肥Ⅱの増量が必要、②では追肥回数を減らすのは困難であると考えられた。一

方、③では追肥Ⅱを省略しながら分施栽培に近い収量を確保できると考えられた。

※「きぬあかり」における慣行の施肥体系

基肥：8.0－追肥Ⅰ：4.0－追肥Ⅱ：4.0 計16.0 （単位は窒素施用量kg/10a）

なお、追肥Ⅰは３～４葉期・分げつ始め（１月下旬頃）の1回目追肥、

追肥Ⅱは茎立ち期（３月上旬頃）の２回目追肥を示す。

１ はじめに

小麦新品種「きぬあかり」は従来品種に比べ多収だが、施肥量も５割程度多い。この

ため、西三河地域の各農業改良普及課・駐在室では省力化を目指し、通常２回の追肥を

１回に省略できるよう肥効調節型肥料を配合した基肥が試験され、普及も行なわれてい

る。しかし、同一ほ場内でこれらの基肥を用いた栽培と慣行の分施栽培を比較した事例

はなく、それぞれの追肥適期についても知見がない。このため、肥効パターンの異なる

３種類の基肥ごとに追肥時期を試験し、「きぬあかり」の多収性を分施栽培並みに発揮

できる栽培方法を検討したので紹介する。

２ 展示概要、調査方法

平成24年11月22日に場内ほ場（安城市）に「きぬあかり」を播種した。試験区の詳細

は表１に示す。なお、追肥Ⅰは平成25年２月５日に、追肥Ⅱは３月15日に実施した。

追肥Ⅰ 追肥Ⅱ 合計
窒素量 窒素量 窒素量

速効性 肥効調節 合計
kg/10a kg/10a kg/10a kg/10a kg/10a kg/10a

1 分施 BB230 - 8.0 - 8.0 4.0 4.0 16.0
2 ①-追肥Ⅰ 4.0 - 16.0
3 ①-追肥Ⅱ - 4.0 16.0
4 ②-追肥Ⅰ 4.0 - 16.0
5 ②-追肥Ⅱ - 4.0 16.0
6 ③-追肥Ⅰ 4.0 - 16.0
7 ③-追肥Ⅱ - 4.0 16.0
8 無肥料 - - - - - - - 0.0

No

12.04.87.2

12.08.43.6

3.6 8.4 12.0

表１　試験区の構成

窒素量肥効調節型
肥料名

資材名
（タイプ）

基肥
区名

麦ｴｰｽﾜﾝﾀｯﾁ403
（基肥重視型）

麦ﾈｵｴｰｽｾﾗ70
(生育全期間肥効型)

麦ｴｰｽﾜﾝﾀｯﾁ800
(追肥Ⅱ重視型)

ｾﾗｺｰﾄ

ｾﾗｺｰﾄ

Mｺｰﾄ,LPｺｰﾄ,
ｾﾗｺｰﾄ



３ 結果

（１）分施栽培（No.1 分施区）について

最も精麦重が多く、収穫物（子実）のタンパク質含量は10.0%であった（表２）。

10a当たりの窒素吸収量は、茎立期までに5.1kg、茎立期から穂揃期までに10.9kg、成

熟期までに3.9kgの合計19.9kgであった（図１ ）。

（２）①「麦エースワンタッチ４０３」（No.2 ①-追肥Ⅰ、No.3 ①-追肥Ⅱ）について

分施栽培に比べ穂数、精麦重とも10％程度少ないが、タンパク質含量は同等だった

（表２）。追肥時期については、Ⅰを省略した場合が穂数、収量、タンパク質含量と

も優った。追肥Ⅰを省略した場合の窒素吸収量は茎立期までに10a当たり4.8kg、茎立

期から穂揃期までに6.8kg、成熟期までに9.1kgの合計20.7kgで、肥効調節型肥料の窒

素溶出量はそれぞれ1.7、1.2、1.4の合計4.3kgだった（図１、２ ）。

（３）②「麦ネオエースセラ７０」（No.4 ②-追肥Ⅰ、No.5 ②-追肥Ⅱ）について

分施栽培に比べ穂数は20％、精麦重は15％程度劣った。タンパク質含量は同等だっ

た（表２）。追肥時期については、Ⅰを省略した場合が収量、タンパク質含量とも優

った。追肥Ⅰを省略した場合の吸収量は茎立期までに4.4kg、茎立期から穂揃期まで

に8.6kg、成熟期までに6.1kgの合計19.1kgで、効調節型肥料の窒素溶出量はそれぞれ

3.0、2.1、2.4の合計7.5kgだった（図１、２ ）。

（４）③「麦エースワンタッチ８００」（No.6 ③-追肥Ⅰ、No.7 ③-追肥Ⅱ）について

分施栽培と穂数は同等だったが、精麦重は４％程度劣った。タンパク質含量は同等

だった（表２）。追肥時期については、Ⅱを省略した場合が穂数、収量、タンパク質

含量とも優った。追肥Ⅱを省略した場合の吸収量は茎立期までに6.2kg、茎立期から

成熟期までに14.4kgの合計 20.6kgで、効調節型肥料の窒素溶出量はそれぞれ3.1、

2.9、1.9の合計7.9kgだった（図１、２△）。

草丈 茎数 葉色 葉色 稈長 穂長 穂数 精麦重 ﾀﾝﾊﾟｸ質
cm 本/㎡ SPAD 月日 SPAD cm cm 本/㎡ kg/10a %

1 分施 21 1070 47.5 4/17 49.1 81 9.7 820 914 10.0
2 ①-追肥Ⅰ 21 1270 49.6 4/17 49.1 80 9.6 702 794 9.6
3 ①-追肥Ⅱ 20 994 47.8 4/17 46.4 81 9.4 757 856 10.0
4 ②-追肥Ⅰ 20 1206 49.0 4/17 49.3 80 9.3 672 771 10.1
5 ②-追肥Ⅱ 19 984 44.3 4/17 45.9 78 9.5 634 793 10.3
6 ③-追肥Ⅰ 19 1223 50.7 4/17 49.6 81 9.4 831 879 10.5
7 ③-追肥Ⅱ 20 989 46.8 4/17 47.6 80 9.2 811 869 10.0
8 無肥料 16 824 36.1 4/17 36.9 60 8.2 373 317 8.0

表２　調査結果
成熟期生育調査茎立期生育調査 穂揃期 収穫物調査

No 区名 出穂期



図１ 試験区の窒素吸収量

図２ 基肥に含まれる肥効調節型肥料の累計窒素溶出量

（ ’はそれぞれの基肥に含まれる肥効調節型肥料を示す。）

４ まとめ（考察）

肥効調節型肥料を配合した基肥を用いた場合、総じて分施栽培並みのタンパク質含量

を確保できたが、収量は劣った。今回の結果から、それぞれの基肥を用いて慣行の分施

栽培並みの収量を得るための追肥方法を考察した。

まず、①「麦エースワンタッチ４０３」では、基肥に含まれる速効性窒素の割合が多

いためか、茎立期までの生育や窒素吸収は分施栽培と大きな差がなく、追肥Ⅰは省略可

能と考えられる。一方、低収になった原因は、肥効調節型肥料の溶出が追肥Ⅱの時期（茎

立期）より遅く、かつ量も不十分であるためと考えられる。よって、追肥Ⅱはやや早め

の茎立期直前（２月下旬～３月上旬）に今回の試験より多く６kg/10a程度施肥すべきだ

と考えられる。

次に、②「麦ネオエースセラ７０」では、基肥に含まれる速効性窒素が少ないためか、

追肥Ⅰを省略した場合に茎立期までの生育や窒素吸収が分施栽培に比べ少ない。また、
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肥効調節型肥料の溶出は追肥Ⅱ（基準は４kg/10a程度）としてはやや少なく、遅いため

追肥の省略は困難であると考えられた。

③「麦エースワンタッチ８００」については、追肥Ⅰを実施しない場合、茎立期の生

育や窒素吸収は分施栽培に劣った。よって追肥Ⅰは４kg/10a実施すべきと考えられる。

一方、肥効調節型肥料の溶出は時期・量とも問題なく、本年の気象では追肥Ⅱは省略可

能だと考えられる。

以上のように、施肥量や施肥時期の改善は必要であるものの、①「麦エースワンタッ

チ４０３」及び③「麦エースワンタッチ８００」では慣行の分施栽培に比べて追肥作業

を省力化できることが示唆された。ただし、基肥に含まれている肥効調節型肥料の溶出

は土質や水分条件などに影響される。技術の普及にあたっては今回のように単年でなく、

継続的に現地試験を実施し、各地で適応性を判断する必要がある。
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～農業に役立つ情報をお届けします！～

「ネット農業あいち」（http://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html）


